
(3) 印肋 て館榊 にて NJIINO3粒子の排S･7-77き

ないのは.和様は詳rZLHこても湖 に5丘い状態に逢し
てほろものと考えられる.

(4) 廿迫の砂上に柑すら殉nEPt汝にて利 払'R も大

きい鵬 を元してGtものは,咽 三和 にても完

糧すらたe)光分そのtZZtと71-:して摂るlこZiL,臥
抑 +_不完全に伊東していろため円イ1の狂坪を元して

いf=いことにコ月qしていろと考えられろ｡

-183'Cに73秒せる取 びtlは噸 上tI遠かに
大きい船 足を,l-;してmろ.

(5) 所朋は -J831C に玲JJ)して常迫にtHしたろ技

も(/Jその!王政は#しく･̂きいが,経は元の不光条な

湖 にⅠ計る狼 に払 ･てはA!に招来の俊旭がある.
(6) 用の如拙は多くの人lこ上って渦定言Ll,て折るよ

うに :m )叫l内外でもろが.一一83°C に冷lpし

た甘分は細 にてもS,too-55ccm/Sの先述にiEし

て別ろ.

(日 脚 にih･ては乏t･一】e3'Cに冷伸する

'も讃Lt■き化はEBめられない.

ExploslOnProJXr1-6 0fCommerclalExplosll･eSatLow TcTnTkratur6

ByKatsuich)Sakamく)tO

Toob亡ETethec叩loStO】⊃Olcozu lZZt:主alerploslヽLl 爪LloⅥ･ temFN=Tntl一Tt3,theez-

rltOSIYeS 叶ert dJPPetllnl】qtlLdol〉g也nlo TaVhlleazldttlCTH nLIdted､■lthttledelOZLaLOr

lntheopenntr Theordlznr)dctol)Att'rdld z'Dtl.TOmPIcLelydetolrltent-1BO9C.
butthede一OnLltOr､t･lthlk)tlblelr't)CrluteOrn]tuT"EmrTHlcLOnLILOrtlLdom pletely

GttaLITIedyJIAmltC9 ≠一山 Yer)lTnCnSlLIVeatlo≠ Lfnll氾rnLlユZtS btlt､IhenstJdicletl巾

stronglZ:tllAtlOn VnJ glYerL,theypvc m血 rrLOrebnBln⊂t t】Ⅶd AEOrdLnAryt巾･
pezILttlRS･ 'rhlftA亡tAhovS thz)t一hedetl)muOnOtgdbt柑edynzTLltt51ntheopetl

AlrntOrdlnAry一cmFN,rALtlr也 ,SnotComplete Thl～ VTLJPrt'､d by 'm IYIZ'g 一hc

dctoAt)OEIPrOducLJmLhtllClL･AttPhte;atI)OrmalLCmrKrALtlrCIAlnnlJmCrabletmcb

bE･Wl一hl01rnPLLCle9WL.rCleLtOnthephte,blltAtlow tcmpcmLttrC9tlOtZnCeSWere
rouzld (ASAklKASeLK E.)

炭塵の発火性及添加物の影響に就いて

(q 印2SJr･2JJ22nヰ 叶)

後 搬 脹 卒 ･水 沫 英 二 ･慨 餌 二

(LYjB大群北拳F;(節)

Ⅰ 拝 す

洪坑に於けちは顔貌虫が従祁軸多の不畑の災WをAL

郷 執こPIえて来た｡そして匙はフ淵 課に扱いて

鉄丑されろ折の励弧は軌こ仏り.一mその葡Irlを大き

くしていろもので.その汝たちや故事に如 :ない筏でI1)
ある.又 19(旭年仲間クーJI一期坑に於けちは難の
如く挽燃たる跳 故の例ももろ｡苅くのbく敦鵬

丑の脚 は_,蜘 汝的及ite入店的にも非常に王】さ

た問題である｡

在来石崇の鼓火蛙の此似 淡が.dt+報告されてL.

L■L1
ろ｡そして足守にLLELuf石規の現火tiに勃しては.推

t:●I
数分汲その粒匹の捗か;X川 大きい｡掛 等はさきに

金槌現世政和換熊rmの戯火種を研究し,その際M の

彰学が非常に大きいqlS･Ⅶ仰した｡又石虫の邑火t91に

封する;五加劫とLて射場汲44の無舶 鴎払;鯉川され

ているが.伽 の粗 をZ!えて書出した郷土少Tr

い.寄Jtは鰍 は矧 こ対し.肪ば的見粒より衣のbき

柘耕な叫射相 法に鋲り石淡の軌火蛙と2,3の7LltJ
的な汚血JLtFえてその世事をtBした｡その蛙先を初
台-rち.
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乃

JL 中 敷 操 作

(り 拭 ■ 一 軒 性を形収せしめた｡ しかしてlJlJllnよI)tdZ々 の虹酸
米ロ段に仙 .た別棚沢料は如】に祁占げたもの茨目械 (dcm)に出火粕をtuきJ放火の和無をはした｡
=淑加 (筑哩小火抗),三栄岬戸出(炎峨耶).≡整阪 (3) 強火駁非Illl蚊

桜火 侃 捜)を稚めdEクlミルrC勧粥麦T)ler型控 今臣Izの三相EZを川いE1枚=漸次 (325煮魚皿)に耽

甘外二JRJk(Jzrdt且I
Z



いて粉末itu及切川口と軌火iXIとのn三什 Jを柾 男々
えて丑火の有無を捻し,LとOを軸として題を王附ナは

Eq2の如く免火攻と不免火切とを生じ. 】半の卵

が凹らJしろ｡ こ▲にx印は不軌 ○印は焚火,●拝l
は的 ;初められる斗合と蝕めら11.ない壌合のある7rl

を戻す｡ こitを浸火打!銀地投 (J一叫 此奴)と呼ぶこ
ととするd

(4) 後畑 淋曲SBよい 及 与 の37山

上姐のtr取 に点てや唖のqul鮒 は一定にしても

.).fE他 杉に仏ると約3C.の粥lrJを77するeq遊形に
JRの形でM-～-ろ｡今d川にLL(I)tJm のILi雅に於
けち鰍 を C とすれば大粒夫のtSな帆 ;あるも

のと想定されろ｡

C-ト告 ･ ･(I)

毛に AはtilJたるtatiのJt,Aは_此飼甘穀である,,

邑火下吸取に乾ける組 …一夜を C●とすればW ,.

曲8 (d一･一曲抄)は (l)式から

ロー♀♂ (2)
となるから,fFiIの封政を屯iu王

1ogtl-Iogy+Alog･) ･ -(3)

で軌 紬 ろべきで払 並に ▲′-与 で恒放であ

るから10g巾と】ogl̀はi脇 侍となら｡ 桝へは肖

2に読た日用=淑2#ED艶火脚 曲tiLこ放いて】ogdを

捺鞄とLlog''を摘軸としてNをiZけば初3(抽 1く

1J:ろ｡

3iJ巨 ]-一一･･一LT▲
匝 i

訳し脚 が1時にEllて地 は k4(A)に云ナ
如く苧轍 に恥 ;ろものと~HLJ土¶-2と1=り,Bl4

(ち)の如く町姪形の全容uに【b-Lりつつその方さを
射す (頂角一定)ものとすiufn-3となる宮であ
る｡しかし丑等化成知的の船 でもって,髄 には書

出ロをJBるlこももる時糊を¥し,又榊 の恥 ;り方も

上遠の巾T.11であると且われる｡しかして月3の示す如

く大泣 (3)式に従う.¢ちPamtD)lChtrに従う.

そしてこの面奴の較封よりTLが余られ togd-Oに於

げろ横劫との変転よtIi-'が求められる.しかしてn

比扮匹の分散珪式に肝するものであり,上′は棚 の和

動的な亀火性を袈ナもので kが掛 tlf孔火阻棚
C4がまめ1gられる官でもろ｡

〉 野+(A)

皿 手 鼓 括 黒

(｡ 拝紛 (,･,)と≠汲 亨 との肺
炎Zに本や軌こ併用した紺 封(325書生乱lと
その紺 赦 せ恥 より柑ら枇 仙汲亨 の班を

柑11た｡撫鼓分 2727ク.'ぐ珊 )以下のPt封は比の廿

船 では臥 しなかった｡稚紛 タ̀と"政幸 と

の粥休を溢元すれば匝S及Fl6となる｡Bl･SからgJも
矧こrIのaLは紺紛 ,.∠の榊奴に 糾してrjH)腰ちな



gtJ･水*･t:溌J*oR火蛙丘疹btlのJn KJtいて 17

仰

.･Jl･叶
▲-

㌔

＼ゝ,
･'､､く～一 ...

鼓して行きその彩管を姐した.P7にその劫火臥界曲

辞とモjL上州 らILt=n及 亨 の位を附凱 た.

Aは妊去払 IH三秒 6〆Ftも Cll拝丑分9.9ガ
除去したものLr･ある｡丑から粉 ,'Lの淡少に上り

0 10 小 (47○ 脚一･･･一･････●■lMJ手uI.J

固 ? 野火触 I.放下

することが和 に月ろ｡(2) Il産と戦火tt耕 ti於
の漁火性に及l=す彰Sを見ろために昏粗扱ErのEl蛾 にih･てその丑火瞳を推した｡■81ミ

FE恥 与 をtnE柵 こ叫 牧子鮎 七つ'L.■上A)れろtIに中上瓜チ樫が大きくな引こ掛 ･曲t9は上梓

し号 は大となろ.眺 平城 子む ;火となるに珠い隷火姓は

低下した.(3) 頚火性にtW ろi3加持の彰学が上蛾 (13f･i-a下)に細 の々詐加 わのtか の故

(7RS止7･')を加えて乱帥l】でよく況合した劫米



拙句火抑制は大きくなろことを明虻に示していろ.

.･､IJk1-

L' i-TJ■■ ∫○ (33110
-.･.ー i･1山Illl,LI

LZ7 日)rT *位措兼の考最

19
に於て棚 カA･シウ▲(1Jlhj下)と大理石

(43I･以下)との鼓火中3g作用の#しい頼藩に材し

て色■考えられるが.そのAg(との混合妖潜を朝髄 で聯 したei

,E<IZの古生Nの如く脚かL,シウ上の中台に(

..蜘 牧子は.･Llには不完全な牡も祈:在するが

.軸 力A･シウ上の,JM -で村Eされた状陸にあるもの

が如 .｡之に反して大理石のJ8合には抑Lこ混合している

に過ぎない.そこでn:の湘抑iEiH の挽柳 の捜

な雌 にiE-ろことが愁頒されろ.吸(11､息氏に佐山三本耳板 の如き方法で蛸 を形成せし

め与tE''.T'J lもl11
uL-くくIlH･l ucv-

AIllR叱 O QqIdl o o -
OOJ-oo.- 蓉 0++cbO●

rV .'上る粉食には物性粒子03触

:伽 ､が帝TEiすることが稚放さいtれる｡

又疋田Jtは小粒手は大投手と符親のBaろ取持つことが多く.又大槻･-Fに上I)郡 をgiaされろ

こと75'Lあ

ると考iておI),小lt子が鞍点に大粒子を鞍tF

することが可態でもろと考えられる｡又同一人4)栄成及預血抄の

iR合物のr掛こも耶 符放り軸Aに抜り茄4;文中での粒子仰のEタ亡状に白兵を生じ,如 て浮立姓

ひいては憩火tiに℡JLて彰書Lはしないだろうかと考

えられろが.同じ榊

粒子でも誹叫のtu に伐り花油の拝読1こ世化があらから現在のOr列燃した77Fは甘えな

い.V 括

蜂相 法に於ては石盤の丑火牲ほ拝船 と馳 :立国子でもろ｡軸 としては大理石,TA･さタ.托石の中

でlミ大空石が比触 火抑BI力が火であり,投手はおい碑果釣でもろ｡tttl子の達地 を斬 け
ちことに伐りiS加均の鉄史として今蓬考iらiLていた榊 の

瓜折的ま卓の強少とかa

火に頒 な漁良化羊ネA･f一境 を肋苔すろことの外に袈諌包子を廿1ナろことに依り

Zt丑分の洩 ゆえの遜山地 を妨鞍する鼓動 :頼持せらIL･-J.12徒に柵 汝に(起用した盟
耕 fI及その分析BはZE盟公卸qf9

t折より射 されたものである.Fyく広計すち.丑附の一帯は文茄石河怨脚 によも

の'C. ここに詔書を炎す｡ t

∫(]) FF且村nT

JJE内X瀬 棚 斗敦t弘や (q 16畔免許)8.(2) JIP Grct:I

)vl】d U S. LltlrmLTICBull(:

932)365.(3) A A yATldcrDlm Z) R

ecTEaVChlZTI.5暮(Ⅰ935)873.(4) W r一
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妓Zi･水汝 ･t 穀Blの菅大任及添加柏のJi書に淑いて 49

ThcId aTTLmnbllltyOfCoalD岨tandtheTnflu(･rLCeOfAddlrlOnals

ByRempelGoto,ELJlSultOnrtdKolJITakJ

FortheT)ttrf加eOfpret'erLuZlgdl巧Lexpl拡10Z',､､Cft抑mlnCdthehlfh''HTtl'tltltyOE

e〇五l且tldtheln恥etlCeDEaddlt10nalsblt】】t.dlSPt.rSLOnrnCthd 26klntlsofcoal
whlCh甘CtCdlだerehLErofneLLChotJlerlnVOlaLlterFntter(･1751''-4142〆)wereex-

arnlned Tll(･lowcr ･ヽohtlletrL.ltter,thetower｡一犯 thcltL血 rm bLILtr..TLndbclow

27.27ガ It≠Ⅶ I)ZILtl触rnrr山blt･. ThelnBAZZLZnabAIEtyOfL'XILlteLSt1-FuLASe ' coal Ⅷ
ete､Tated v-thhL･TlCSSOFItspartLCIes.LZJe･ WhetlSガ小町iofSzO2'NA andCACOl

(crushed TnarblcAtltl p,t,cIPtLiLted cal°..- 也 rk)ぴIte) lPCreaddedLOl̀t､IiLktl'eoal.
thehleSLu)dlCatedthemDStrepre河YeaCt一OtLtoT一helT)且ユmmZLblllLy ThesDLller

thesJェeOrthenddlllOtL.nlsthe18rgt:ど mstherepre封tYe8CtLOTl 1-IrCgnrdtothe
very帆 rbbtcrepr651ヽenCtl07lOfthe precIPltJatCdGllclum qrtXmate,themlJEed
stAteWasObsezyedbythem ICTOStOPCAZldfou⊃dLtLAt一hecoaldtlStPrtldcswere

cot･ered､vltllprtClT)ltALedCll亡ItlmeaTtDtntePaTllく:lc50fLhcsTTl.TLneTSIZe.
Jt)亡OnCll娼tOrl.ltliYCrIFlcdceLtalnlythatthelDnamlmbllltyO†thecoatdust

defX･ndsmaltIl)lJrDnthe oヽhtllematte-andsIZe CnlcLum GlrtpnALelSt氾tter aS

addlttOntLIsandtllL.m ller.themoreefFedIVeltlS･
(ItutlLtlteforCheTn･mlRcseaTt:h,Unll●erSlt)OfEyoto)




